
UDI様式 1/2
年　　月　　日

　工事の監理状況を報告します。この監理報告書及び添付書類に記載の事項は、事実に相違ありません。

工事監理者

確認番号 第　　　　ＵＤＩ　　　　建　　　　　　　　　　　　　号

工事名称

確認項目 確認内容
工事監理者
チェック欄

鉄筋の材質（JIS規格）の確認 □
コンクリートの材質（JIS規格）の確認 □
柱、横架材、筋かい、土台等の位置の確認 □
木材の樹種、等級、形状、寸法の確認 □
金物の種類、規格、品質、形状、寸法及び緊結方法、緊結の確認 □
釘の種類の確認 □
継手及び仕口の接合方法の確認 □
支持地盤・地耐力の確認 □
杭・地盤改良の確認 □
基礎及び地中梁の種類、位置、形状、寸法の確認 □
鉄筋の径、本数、間隔、形状、定着、継手及び配置の確認 □
基礎及び地中梁の貫通箇所の位置及び補強の確認 □
型枠寸法及びかぶり厚さの確認 □
地盤の不同沈下等(基礎に有害なひび割れが無いこと等)の確認 □
アンカーボルトの材質、形状、寸法及び配置、定着、緊結状況の確認 □
構造耐力必要な部分に使用する軸組材(柱、はり、筋交い、その他の耐力壁等)、床
材及び屋根地材の種類、品質、形状、寸法及び位置の確認

□

柱(通し柱、管柱)、間柱、梁、桁、土台その他の横架材、筋かい及びその他の耐力壁
(構造用合板)の形状、寸法、配置の確認

□

柱(通し柱、管柱)と梁との緊結及び緊結方法(Z金物及びC金物等の工法による)の確
認

□

筋かいの緊結及び緊結方法(Z金物及びC金物等の工法による)の確認 □
柱(通し柱、管柱)と土台、その他の横架材との緊結及び緊結方法(Z金物及びC金物
等の工法による)の確認

□

構造用合板の緊結の確認　釘間隔の確認 □
ホールダウン金物の品質、形状、寸法、位置、緊結及び緊結方法の確認 □
床根太、床梁、胴差との取り合い及び床下地の取り付けの確認 □
小屋組の形状、寸法、緊結及び緊結方法の確認 □
床高さ(又は床下防湿)の確認 □
柱の欠込み部及び通し柱に代わる管柱の補強の確認 □
横架材に構造耐力上支障のある欠込みの無いことの確認 □
筋かい等の欠込み部の補強の確認 □
釘打ちの方法の確認 □
火打ち材の設置状況、剛床の確認 □
小屋組の火打ち材、振れ止めの設置状況等の確認 □
構造耐力上必要な部分に使用する枠組材の品質、寸法及び配置の確認 □
構造耐力上必要な部分に使用する床材、壁材及び屋根下地材の品質及び寸法の
確認

□

構造耐力上必要な部分に使用する釘及びネジの品質及び寸法の確認 □
土台、床根太、端根太及び側根太の品質、寸法及び配置の確認 □
床の各部材相互及び床の枠組と土台又は頭つなぎとの緊結の確認 □
壁の各部材相互及び壁と床、頭つなぎ又はまぐさ受けとの緊結の確認 □
小屋組各部材相互及び小屋組の部材と頭つなぎ又は屋根下地との緊結の確認 □

・混構造 木造部分と木造以外の部分の間の取り付状況の確認 □

・防腐防蟻措置
令49条

防腐及び防蟻措置の確認 □

・枠組壁工法

H13告1540号・H13告示
1541号

特定工程中間検査を行っていない場合の完了検査時に添付する工事監理報告書

ユーディーアイ確認検査株式会社
代表取締役社長　柿沼　繁範　殿

・基礎・地盤・土台

令38条・令42条・H12告
1347号

・全体・共通事項

法37条・令3章8節・令47
条・H12告1460号

・在来工法・木造大
断面

令22条・令43条・令44
条・令45条・令46条・令
47条・令3章8節



2/2工事監理記録写真　提出用台紙（参考様式　この台紙の利用は任意）

小屋組の全景 火打梁

工事名称： 確認番号：第　　　　ＵＤＩ　　　　建　　　　　　　　　号

基礎配筋の工事終了時 構造耐力上主要な軸組若しくは耐力壁の工事終了時

基礎配筋の全景 柱、筋交い、耐力壁の全景

立上り・底盤 柱頭・柱脚金物

出隅又は入隅部 筋交い金物

屋根の小屋組の工事終了時


